
揖揖
斐斐
川川
町町
・・
揖揖
斐斐
郡郡
消消
防防
協協
会会
合合
同同
総総
合合
防防
災災
訓訓
練練

９
月
３
日
（
日
）、揖
斐
川
町
・
揖
斐
郡
消
防
協
会
合
同
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
春
日
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
と
し
て
、
ま

た
町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
も
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
駿
河
湾
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
揖
斐
川

町
で
は
震
度
５
強
を
観
測
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
町
内
全
域

で
住
民
は
避
難
広
報
に
よ
り
公
民
館
な
ど
の
一
次
避
難
所
へ

避
難
し
ま
し
た
。
主
会
場
で
は
、
少
年
・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
電
気
・
水
・
ガ
ス
・
道
路
・
通
信

な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
復
旧
訓
練
や
自
衛
隊
第
３５
普
通
科

連
隊
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
に
よ
る
人
命
救
助
、
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
岐
阜
県
防
災
航
空
隊
の
協
力
に
よ
り
、
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
「
若
鮎
Ⅰ
」
が
飛
来
し
、
取
り
残
さ
れ
た
人
を
ホ
イ

ス
ト
に
よ
り
救
助
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
（
社
）
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ネ
ル
ク
ラ
ブ

岐
阜
ド
ッ
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
災
害
救
助
犬
に

よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
捜
索
救
助
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
さ
ら

に
向
上
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
揖
斐
川
地
区
、
谷
汲
地
区
、
久
瀬
地
区
、
藤
橋

地
区
、
坂
内
地
区
で
も
そ
れ
ぞ
れ
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

町
全
体
で
約
１
２，
０
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
ご
参

加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春日小学校で行われた訓練

訓練内容

救急工作車を使用した、建物内に取り残
された負傷者の救助

発電機・変圧器車による、被災地への緊
急送電の実施

水道施設の応急復旧・浄水器による飲料
水の確保

災害伝言ダイヤルの開設

災害救助犬による要救護者の捜索・救出
の実施

建物屋上に取り残された人の救助

落石を受けた車両から負傷者の救出
落石・土砂・事故車両を撤去し道路確保

訓練種目

高所人命救助訓練

電力設備応急復旧訓
練

応急給水確保訓練

電話非常通信回路設
置訓練

倒壊家屋からの捜索
・救出訓練

防災ヘリコプターに
よる救出訓練

事故車両からの救出
訓練道路確保訓練

訓練内容

消火器・防火バケツを使用して初期消火
訓練

応急救護所（エアテント）の設置・開設

応急救護の実施、応急担架による負傷者
の応急救護所への搬送

三角巾などを利用した負傷者（重傷者）
の応急手当の実施

ハイゼックス（非常用梱包袋）を利用し
た炊き出しの実施

プロパンガスコンロ設備の避難所への設
置

緊急移動郵便局の設置、被害者からの郵
便の受付業務の実施

訓練種目

初期消火訓練

応急救護所設置訓練

応急手当訓練
担架搬送訓練

集団救急救護訓練

非常食炊き出し訓練

ＬＰガス応急供給訓
練

緊急郵便業務訓練

災害救助犬による捜索・自衛隊による負傷者の救助訓練
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地震発生 そのときどうする？
いざ大きな地震が起こったら、一瞬の判断が生死を分けることもあります。最初の１分は身の安全確保が第一。
あわてず冷静に行動しましょう。

地震発生�身の安全を守る→机の下などへ
�火の始末をする
�脱出口を確保する→ドア、窓を開ける 最初の大きな揺れは約１分間

１～２分
揺れがおさまったら�みんなの安全を確認

隣近所で声をかけ助け合う
�出火防止→火が出たら初期消火
大声で知らせる→消火器・バケツリレー

３ 分
火が天井まで移ったり、家屋倒壊の危険がある場合

４ 分
ラジオなどで正しい情報を確認�危険な場合は避難

無理はせず直ちに避難 １０分
しばらくの間は余震に注意�避難後は協力して消火・救出・救護活動

助け合いの心が大切・壊れた家には入らない
数時間
３日間 ３日分の飲料水と食料の備蓄を

バケツリレーによる初期消火訓練

高所建物からの救出訓練

浄水器による飲料水の確保訓練

応急救護所内での訓練

水消火器による初期消火訓練

事故車両からの救出訓練

仮設郵便局の設置訓練

炊飯車による炊き出し訓練（自衛隊）

春日中央地域の住民の避難訓練

揖斐建設業協会による土石の撤去

電力復旧訓練

炊き出し訓練
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